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尚, 小倉高志, 吾妻安良太: 特発性肺線維症の急性増悪患者に対するトレミキシンを用いた血液浄化療法（PMX 療

法）の有効性及び安全性に関する探索的試験. 厚生労働科学研究委託事業 難治性疾患等政策研究事業 びまん性肺

疾患に関する調査研究 平成 29 年度 研究報告書 Part1: 98-108, 2018 

2. 花香哲也, 城戸貴志, 石本裕士, 小田桂士, 名和田彩, 中山田真吾, 田中良哉, 矢寺和博, 迎 寛: 関節リウマチに合

併した肺病変の画像パターンは関節リウマチの治療反応性を予想し得る. 厚生労働科学研究委託事業 難治性疾患

等政策研究事業 びまん性肺疾患に関する調査研究 平成 29 年度 研究報告書 Part3: 39-48, 2018 

3. 濱田直樹, 緒方彩子, 津田 徹, 高田昇平, 北里裕彦, 井上直征, 矢寺和博, 迎 寛, 永田忍彦, 吉井千春, 星野友昭, 
渡辺憲太朗, 徳永章二, 中西洋一, 福岡肺の生活習慣病研究会: 福岡県における喫煙関連呼吸器難病に対する前向き

コホート研究. 厚生労働科学研究委託事業 難治性疾患等政策研究事業 びまん性肺疾患に関する調査研究 平成 29
年度 研究報告書 Part3: 49-55, 2018 

4. 角川智之, 宮村拓人, 由良博一, 中島章太, 石本裕士, 坂本憲穂, 迎 寛: HPS47 inhibitor の肺線維芽細胞コラーゲン

産生能に対する効果. 厚生労働科学研究委託事業 難治性疾患等政策研究事業 びまん性肺疾患に関する調査研究 
平成 29 年度 研究報告書 Part3: 65-71, 2018 

5. 岩田 敏、生方公子、高田美佐子、諸角美由紀、迎 寛、石田 直、宮入 烈、清田 浩: 日本化学療法学会 公益

目的事業プロジェクト 侵襲性肺炎球菌感染症由来のムコイド型ペニシリン耐性肺炎球菌（PRSP）に関する研究. 日
本化学療法学会雑誌. 66(6): 691-699, 2018 

B-e 
1. 千成このみ，城戸貴志，根本一樹，内村圭吾，立和田隆，加藤香織，白石朝子，川端宏樹，野口真吾，山﨑啓，川

波敏則，横山満，小泉弘樹，鈴木秀明，竹内万彦，迎 寛，矢寺和博: DNAH5 遺伝子変異を認めた原発性線毛運動

不全症の１例．Ther Res. 39: 525-526, 2018 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 15 8 17 111 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

迎 寛・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県福祉保健部国保・健康増進課 

迎 寛・教授 長崎県アレルギー疾患医療連絡協議会委員 長崎県福祉保健部医療政策課 

迎 寛・教授 疾病・障害認定審査会委員 厚生労働省 健康局 

迎 寛・教授 専門委員、科学委員会専門部会委員 独立行政法人医薬品医療機器総合機構 

迎 寛・教授 評議員、理事、編集委員 日本呼吸器内視鏡学会 

迎 寛・教授 代議員、理事、教育委員会副委員長、専門医制 日本呼吸器学会 
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度審議会専門医資格審査委員会副委員長、財務

委員会委員 

迎 寛・教授 評議員、学会誌編集会議委員 日本内科学会 

迎 寛・教授 幹事 日本嫌気性菌感染症学会 

迎 寛・教授 評議員、西日本地方会理事（副代表） 日本感染症学会 

迎 寛・教授 評議員 日本がん分子標的治療学会 

迎 寛・教授 代議員、理事、予防委員、認定制度委員 日本結核病学会 

迎 寛・教授 理事、西日本支部長、評議員 日本化学療法学会 

迎 寛・教授 評議員 日本環境感染症学会 

迎 寛・教授 九州支部評議員 日本肺癌学会 

迎 寛・教授 評議員、理事 日本サルコイドーシス／肉芽腫性疾患学会 

迎 寛・教授 評議員、理事 日本臨床生理学会 

迎 寛・教授 幹事 エンドトキシン血症救命治療研究会 

福島千鶴・准教授 代議員 日本呼吸器学会 

福島千鶴・准教授 診療報酬審査委員会委員 長崎県国民健康保険 

福島千鶴・准教授 ながさき治験医療ネットワーク委員会委員 長崎県医師会 

福田 実・准教授 肺癌検診読影委員 長崎市医師会 

福田 実・准教授 薬物療法部門長 長崎県がん診療連携協議会 WG 

福田 実・准教授 評議員、広報渉外委員会委員 日本臨床腫瘍学会 

福田 実・准教授 評議員、ガイドライン検討委員会委員 日本肺癌学会 

福田 実・准教授 プロトコール委員会委員 九州肺癌研究機構 

福田 実・准教授 幹事 瀬戸内肺癌研究会 

尾長谷靖・准教授 代議員、用語集作成委員会委員 日本呼吸器学会 

坂本憲穂・講師 代議員 日本呼吸器学会 

坂本憲穂・講師 長崎県地方じん肺診査医 厚生労働省 

坂本憲穂・講師 夜間急患センター運営委員協議会委員 長崎市 

宮崎泰可・講師 代議員、ガイドライン作成委員、プログラム委

員 
日本医真菌学会 

宮崎泰可・講師 評議員、PAUSE 委員会委員 日本化学療法学会 

宮崎泰可・講師 臨床研究促進委員会委員 日本感染症学会 

山本和子・助教 評議員 日本感染症学会 

山本和子・助教 評議員 日本化学療法学会 

山口博之・助教 評議員 日本肺癌学会 

山口博之・助教  長崎労働局地方労災医員 長崎労働局 

山口博之・助教  肺癌検診読影委員 長崎市医師会 

髙園貴弘・助教 ガイドライン作成委員、支部関連学会委員 日本医真菌学会 

髙園貴弘・助教 評議員 日本感染症学会 

髙園貴弘・助教 評議員 日本化学療法学会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

迎 寛・教授 日本学術振興会 代表 特発性間質性肺炎の病態における自己抗体
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の関与 

迎 寛・教授 日本学術振興会 分担 NETs をターゲットとした肺線維化の制御 

福田 実・准教授 アストラゼネカ社 代表 脳転移 T790M 肺癌患者に対するオシメルチ

ニブ療法 

福田 実・准教授 長崎大学 分担 個別がん医療のトランスレーショナルリサ

ーチ実践を目指した基盤構築 

福田 実・准教授 イーライリリー社 代表 悪性胸水肺癌患者に対するラムシルマブ/ド
セタキセル療法 

尾長谷靖・准教授 NPO 法人「長崎県地域医療の研究支

援を目的とした医師団」 
代表 長崎 県大気中 PM2.5の 成分が気管支喘息患

者に与える影響 の 基礎的・臨床的検討 

尾長谷靖・准教授 アストラゼネカ株式会社 代表 Effect of PM 2.5 on the onset and exacerbation 
of bronchial asthma 

尾長谷靖・准教授 日本学術振興会 分担 越境性大気中 PM2.5 結合ヒトアルブミンの

生体影響とその予防法の開発 

坂本憲穂・講師 日本学術振興会 代表 NETs をターゲットとした肺線維化の制御 

宮崎泰可・講師 MSD US External Non-clinical MISP 
study 

代表 Elucidation of multidrug resistance mechanisms 
in the pathogenic yeast Candida glabrata 

宮崎泰可・講師 Astellas Investigator Sponsored 
Research 

代表 Exploration of predictive factors for prognosis 
of community-onset pneumonia in adults: a 
multicenter prospective observational stud 

山本和子・助教 日本学術振興会 代表 縦隔リンパ節好中球に着目した肺炎球菌肺

炎における新しい免疫機構の解明 

山本和子・助教 日本学術振興会 分担 肺胞マクロファージ免疫に着目した非結核

性抗酸菌症の病原性の解明 

山本和子・助教 MSD 女性研究者支援研究助成—感

染症領域— 
代表 マクロファージ免疫応答に着目した肺非結

核性抗酸菌症の病態解明と新規治療への展

開 

山本和子・助教 NPO 法人「長崎県地域医療の研究支

援を目的とした医師団」 
代表 長崎県の排非結核性抗酸菌症患者から分離

された菌株のマクロファージ免疫応答と、臨

床病型との関連性を明らかにする研究 

山本和子・助教 長崎医学同窓会 代表 マクロファージ免疫応答に着目した肺炎球

菌肺炎の病態の解明と新しい治療法の開発 

髙園貴弘・助教 日本学術振興会 代表 PslG によるカンジダバイオフィルム感染症

に対する新規治療法開発 

髙園貴弘・助教 MSD 代表 Galactosaminogalactan をターゲットとした肺

アスペルギルス症の新たな診断・治療法の開

発 

髙園貴弘・助教 NPO 法人「長崎県地域医療の研究支

援を目的とした医師団」 
代表 Galactosaminogalactan をターゲットとした肺

アスペルギルス症の新たな診断・治療法の開

発 

山口博之・助教 日本学術振興会 代表 胸腺上皮性腫瘍の遺伝学的背景の解明と個

別化治療への応用 

谷口寛和・助教 医師会医学研究助成金 代表 EGFR 変異陽性肺癌におけるオシメルチニ

ブへの治療抵抗性細胞の病態解明と新規治

療方法への展開 

谷口寛和・助教 NPO 法人「長崎県地域医療の研究支

援を目的とした医師団」 
代表 ALK 融合遺伝子肺がん及び ROS1 融合遺伝

子肺がんの新規 ALK/ROS1 阻害薬 Lorlatinib
に対する耐性機序の解明とその克服 

宮崎泰可・講師 Pfizer Epidemiology Study on Incidence Rate of 
Pneumococcal Pneumonia and Distribution of 
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Streptococcus Pneumoniae Serotypes in 
Residents aged 18 Years or Older in Goto City 
in Japan 

宮崎泰可・講師 ファイザー MRSA 肺炎診断・治療の実態調査 

宮崎泰可・講師 Meiji Seika Pharma 慢性閉塞性肺疾患の増悪時におけるセフジ

トレン ピボキシルの臨床効果 

宮崎泰可・講師 第一三共株式会社 65 歳以上の高齢者肺炎（NHCAP、誤嚥性肺

炎を含む）に対するシタフロキサシンの有効

性」―シタフロキサシンとガレノキサシンの

比較試験－ 

髙園貴弘・助教 富士フィルム和光純薬株式会社 肺アスペルギルス症における Lateral Flow 
Device 検査の有用性評価 

髙園貴弘・助教 ミズホメディー株式会社 慢性及び侵襲性肺アスペルギルス症の診断

法に関する研究 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

迎 寛・教授 非常勤講師（呼吸器内科） 学校法人 産業医科大学 

迎 寛・教授 非常勤講師（呼吸器内科） 国立大学法人 宮崎大学 

山本和子・助教 非常勤講師（大学院） 学校法人 産業医科大学 

 
学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

谷口寛和・助教 学術奨励賞 日本呼吸器学会九州

支部・日本結核病学会

九州支部日本サルコ

イドーシス学会／肉

芽腫性疾患学会九州

支部 

小細胞肺癌に対する HGF-MET
シグナルの抑制による抗腫瘍効

果の検討 

 
○特筆すべき事項 
①Yamamoto K. Outstanding contribution in reviewing the Journal of Infection and Chemotherapy. Awarded February 2018. 

 


